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 要要	
 	
 	
 	
 旨旨	
 	
 ））  

	
 	
 本本論論文文はは，，「「電電車車内内学学習習環環境境にに適適ししたたモモババイイルルララーーニニンンググ動動画画ココンンテテンンツツのの情情報報提提示示にに関関すす

るる研研究究」」とと題題しし，，以以下下のの 7章章かからら構構成成ししたた．．  

	
 	
 第第 1章章「「本本研研究究のの背背景景おおよよびび目目的的」」でではは，，科科学学技技術術のの進進展展ととととももにに広広ががるるモモババイイルルララーーニニンンググ

をを，，「「学学習習をを行行ううデデババイイスス」」，，「「学学習習をを行行うう環環境境」」，，「「学学習習すするるココンンテテンンツツ」」のの 3点点かからら整整理理しし，，

問問題題点点をを指指摘摘ししたた．．ままたた，，イインンスストトララククシショョナナルルデデザザイインンのの諸諸原原理理にに沿沿っったた教教材材設設計計がが必必用用でで

ああるるここととをを示示ししたた．．論論文文のの目目的的ととししてて，，1.実実際際ののモモババイイルルララーーニニンンググのの実実践践かからら，，どどののよよううなな環環

境境でで学学習習がが行行わわれれるるかか，，有有用用性性をを調調査査すするる．．2.１１．．でで特特定定さされれたた学学習習環環境境のの差差違違がが学学習習効効果果にに与与

ええるる影影響響をを調調査査すするる．．3.モモババイイルルララーーニニンンググにに向向けけたた動動画画ココンンテテンンツツににおおいいてて，，そそのの提提示示メメデディィ

アアのの差差違違がが学学習習効効果果にに与与ええるる影影響響をを調調査査すするる．．4.学学習習以以外外のの情情報報のの介介入入がが，，学学習習にに与与ええるる影影響響をを

調調査査すするる．．のの 4つつででああるるここととをを示示ししたた．．最最後後にに，，論論文文構構成成をを示示しし，，各各章章のの概概要要をを記記ししたた．．  

	
 	
 第第 2章章「「教教育育実実践践ととししててののモモババイイルルララーーニニンンググのの有有効効性性のの検検証証」」でではは，，授授業業のの技技法法にに関関すするる教教

員員研研修修をを支支援援すするるここととをを目目的的ととししたた，，デデジジタタルル動動画画研研修修ココンンテテンンツツのの評評価価をを行行っったた．．そそのの結結果果，，

モモババイイルルデデババイイススはは学学習習ツツーールルととししてて実実用用にに耐耐ええううるるユユーーザザビビリリテティィをを備備ええてていいるるこことと，，ココンン

テテンンツツにに関関ししててはは，，文文字字情情報報にによよりり理理解解がが助助けけらられれたたとといいうう声声がが多多いいこことと，，視視聴聴ししたた場場所所はは「「通通

勤勤中中」」がが最最もも多多かかっったたここととななどどがが明明ららかかににななっったた．．  

	
 	
 第第 3章章「「環環境境のの差差違違にによよるる学学習習効効果果へへのの影影響響」」でではは，，第第 2章章ににおおけけるる実実践践ををももととにに実実験験室室環環境境

をを用用いいてて，，環環境境のの差差異異にによよるる学学習習効効果果へへのの影影響響をを考考察察ししたた．．具具体体的的ににはは，，電電車車環環境境，，部部屋屋環環境境

とといいうう違違ななるる 2つつのの学学習習環環境境ににおおいいてて動動画画ココンンテテンンツツをを視視聴聴しし，，学学習習内内容容にに関関すするるパパフフォォーーママンン

スステテスストトをを実実施施，，パパフフォォーーママンンスステテスストトのの結結果果をを学学習習効効果果ととししてて比比較較分分析析ししたた．．そそのの結結果果，，部部

屋屋環環境境，，電電車車環環境境のの 2つつのの環環境境のの違違いいにによよるる学学習習効効果果にに差差異異はは認認めめらられれななかかっったたこことと，，環環境境のの差差  

違違ででははななくく，，文文字字情情報報のの提提示示のの有有無無でではは有有意意なな主主効効果果がが検検出出さされれたたここととかからら，，文文字字情情報報をを提提示示

すするるここととがが学学習習効効果果をを担担保保すするる方方法法のの１１つつででああるるここととをを示示ししたた．．  

	
 	
 第第 4章章「「提提示示メメデディィアアのの差差違違にによよるる学学習習効効果果へへのの影影響響」」でではは，，第第 3章章のの結結果果にに基基づづきき，，電電車車環環

境境ににおおいいてて，，動動画画ココンンテテンンツツにに含含ままれれるるメメデディィアアのの組組みみ合合わわせせがが学学習習効効果果ににどどののよよううなな影影響響をを

及及ぼぼすすかか分分析析ししたた．．そそのの結結果果，，動動画画ココンンテテンンツツのの映映像像やや音音声声のの有有無無にに関関わわららずず，，文文字字情情報報をを提提

示示すするるここととででパパフフォォーーママンンススにに大大ききなな差差異異がが生生じじなないいここととをを示示ししたた．．質質問問紙紙調調査査でではは，，文文字字情情

報報だだけけででななくく，，映映像像情情報報やや音音声声情情報報がが加加わわっったた方方がが，，よよりり有有意意義義ででああるるとと考考ええてていいるるここととをを示示  

ししたた．．  

	
 	
 第第 5章章「「情情報報のの介介入入にによよるる学学習習効効果果へへのの影影響響」」でではは，，学学習習以以外外にに様様々々なな情情報報をを処処理理すするる必必要要がが

ああるる電電車車環環境境ににおおいいてて，，情情報報のの介介入入をを想想定定しし，，動動画画ココンンテテンンツツにによよるる学学習習をを行行っったた際際，，どどののよよ
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ううなな影影響響ががああるるかかををパパフフォォーーママンンスステテスストトおおよよ  

びび質質問問紙紙調調査査にによよりり定定量量的的，，定定性性的的にに調調査査をを行行っったた．．そそのの結結果果，，１１．．モモババイイルル  

デデババイイススをを用用いいてて動動画画ココンンテテンンツツにによよるる学学習習をを行行うう際際，，視視覚覚おおよよびび聴聴覚覚にに対対すす  

るる介介入入ががああっったた場場合合，，内内容容説説明明問問題題にに対対ししててはは有有意意ににパパフフォォーーママンンススがが下下ががるるがが，，正正誤誤判判定定問問

題題，，キキーーワワーードド再再生生問問題題にに対対ししててははそそのの差差はは有有意意ででははなないい．．２２．．被被験験者者のの多多くくはは主主観観的的にに，，視視

覚覚介介入入よよりりもも聴聴覚覚介介入入をを，，煩煩わわししくく思思うう傾傾向向ががああるるここととがが明明ららかかににななっったた．．自自由由記記述述にによよるる質質

問問ででもも，，そそのの内内容容をを支支持持すするる回回答答がが目目立立っったた．．３３．．情情報報のの介介入入ががああるる際際，，被被験験者者のの多多くくははココンン

テテンンツツ内内にに提提示示さされれるる文文字字情情報報をを頼頼りりにに学学習習をを行行っってていいるるここととががわわかかっったた．．  

	
 	
 第第 6章章「「ココンンテテンンツツ内内ででのの指指示示方方法法のの差差異異がが与与ええるる学学習習へへのの影影響響」」でではは，，講講義義ススラライイドドととイインン

スストトララククタタおおよよびび指指示示棒棒のの合合成成，，講講義義ススラライイドドととポポイインンタタのの合合成成とといいうう指指示示メメデディィアアのの異異ななるる 2

通通りりののココンンテテンンツツをを開開発発しし，，学学習習者者にに与与ええるる影影響響をを測測定定すするるたためめにに実実験験をを行行っったた．．そそのの結結果果，，

パパフフォォーーママンンスステテスストトでではは，，両両ココンンテテンンツツでで学学習習効効果果ににはは差差ががなないいもものののの，，主主観観評評価価でではは多多くく

のの項項目目ででポポイインンタタをを合合成成ししたたココンンテテンンツツがが高高いい値値をを得得たた．．  

	
 	
 第第 7章章「「総総合合的的なな考考察察とと結結論論」」でではは，，各各章章でで述述べべたた研研究究でで得得らられれたた知知見見ををままととめめてていいるる．．電電車車

環環境境下下のの学学習習阻阻害害要要因因ととししててはは，，騒騒音音，，振振動動，，モモババイイルルデデババイイススののススククリリーーンンササイイズズななどどよよりり

もも情情報報介介入入のの影影響響がが大大ききいいこことと，，電電車車環環境境でで学学習習すするるここととかからら，，学学習習内内容容はは，，内内容容説説明明問問題題なな

どどのの深深いい思思考考をを必必要要ととすするる学学習習はは避避けけ，，受受動動的的なな理理解解やや記記憶憶，，反反射射的的反反応応がが求求めめらられれるる学学習習にに

すするるななどど，，方方法法をを十十分分にに精精査査ししななくくててははななららなないいこことと，，文文字字情情報報をを添添付付すするるここととでで，，一一定定程程度度

のの学学習習効効果果はは担担保保ででききるるここととななどどがが知知見見ととししてて得得らられれてていいるる．．今今後後のの課課題題ととししててそそれれぞぞれれのの問問

題題種種別別，，学学習習内内容容にに対対ししてて，，どどののよよううなな情情報報をを提提示示すするるここととでで学学習習効効果果をを担担保保ででききるるかかななどど，，

注注意意深深くく考考察察すするる必必要要性性ををああげげてていいるる．．  
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 In this paper, a mobile learning is defined from three points of "a device performing learning", 

"environment for learning" and “content to be learned". Around the train environment, Mainly train 

environment and compared with the room environment. In addition, learning effect and was based on the 

instructional design, it was considered a design guideline of learning content. In an environment such as a 

train, a learner has to deal with a variety of content. In this study, using performance tests and 

questionnaires, we investigated the quantitative and qualitative impact of a mobile learning intervention, 

wherein learners watched videos on their mobile devices while commuting by train. With regard to 

understanding of content, the performance tests revealed a significant effect depending on the 

intervention. Further, the questionnaire indicated that many learners preferred visual content to audio 

content. 
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